
様式（１）-①

都市再生整備計画

朝
あ さ

宮
み や

 地区

（第４回変更）

愛知 県
あ い ち け ん

　春日井市
か す が い し

令和７年３月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 884 ha

令和 2 年度　～ 令和 6 年度 令和 2 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

大目標　　安全・安心で生きがいが育つまちづくり
　　目標１．スポーツ交流拠点となる公園整備によりスポーツ振興と健康増進に寄与するまちづくり
　　目標２．災害に強く住民が安心して暮らせるまちづくり

　　春日井市は名古屋市に隣接し、ＪＲ中央本線等都心部への交通手段にも恵まれており、土地区画整理事業により都市基盤整備が進められたことにより、名古屋圏を代表する生活都市として発展してきた。しかし、今後人口が減少することが予想さ
れており、春日井市を持続可能なまちとするため、立地適正化計画を策定し、ライフタウンとしてくらしやすい集約型都市構造の実現に向けた取組みを行っている。
　　当地区は朝宮公園を始めとしたスポーツ施設が設置されているが、それぞれの施設は相互に利用を促進するような機能は備わっておらず、有効な活用が図られていない。このため、当事業によって朝宮公園を屋外スポーツ施設の拠点として整備
し、近隣のスポーツ施設と連携して市民のスポーツ振興と健康増進を図るとともに、防災機能の拡充を図り、安全・安心で生きがいが育つまちづくりを推進する。

都道府県名 愛知県 春日井市
か す が い し

朝宮
あさみや

地区
ち く

計画期間 交付期間 6

・これまで春日井市では、名古屋市に隣接する住宅都市として人口の増加に応じた市街地の拡大とこれに対応した道路・公園・下水道などの都市基盤の整備を推進してきた。しかし、今後人口が減少することが予想されており、春
日井市を持続可能なまちとするため、平成２８年度に都市機能誘導区域、平成２９年度に居住誘導区域を設定した立地適正化計画を策定することにより、ライフタウンとして暮らしやすい集約型都市構造の実現に向けた取組みを
行っている。
・当市では、文化とスポーツを通した市民相互の信頼と絆によって地域の交流を深め、市民の誰もが「いつでも・どこでも・いつまでも」スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現し、明るく心豊かで活力あるまちをめざし、
平成29年3月に「文化・スポーツ都市宣言」を行った。
・しかし、市内には「文化・スポーツ都市」としてふさわしい屋外スポーツ施設がなく、陸上競技を始めとする各種スポーツ大会の開催や安全・安心に練習を行うための環境が整っていないため、供用開始から30年以上が経過し老朽
化した朝宮公園を平成29年4月に愛知県から春日井市に移管を受け、多目的総合運動広場（陸上競技場）等の整備を行う。

・春日井市には、「文化・スポーツ都市」としてふさわしい屋外スポーツ施設がなく、陸上競技を始めとする各種スポーツ大会の開催や安全・安心に練習を行うための環境が整っていない。
・市民の誰もが「いつでも」、「どこでも」、「いつまでも」スポーツに親しむことができる環境整備ときっかけづくりが必要である。
・各グラウンドの透水性悪化、突然の雨や猛暑に対応するための設備が不十分であるとともに、各グラウンドを一体的に利用するための機能がない。

■第六次総合計画（平成２９年度策定）による位置付け
　○基本目標３「思いやりと生きがいが育つまち」
　・誰もが「いつでも」、「どこでも」、「いつまでも」文化やスポーツに親しみ、生きがいを持って、心豊かに暮らすことができるまちづくり
（施策）文化・スポーツ・生涯学習の推進
　・身近にスポーツに親しむことができる機会や場を確保し、生涯スポーツやコミュニティスポーツを推進するとともに、スポーツ活動を支える人材の育成を推進し、誰もがいつでもスポーツを楽しむことができる環境づくりを推進しま
す。

■春日井市都市計画マスタープラン（令和元年度策定）による位置付け
　○公園・緑地
　・市民の多様なレクリエーション需要に対応した朝宮公園や落合公園などの大規模な都市公園を、緑の拠点として位
置づけます。
 ・朝宮公園は、「文化・スポーツ都市」としてふさわしい、多目的総合運動広場（陸上競技場）等を有する屋外スポーツ
施設の拠点として整備し、近隣のスポーツ施設と連携して市民のスポーツ振興と健康増進を図るとともに、防災機能
の拡充を図ります。
　○都市防災・防犯
　・地震・火災など災害に強く、高齢者や障がい者を始め、すべての市民が安心して生活できるまちづくりを行います。
そのため、防災の視点から、土地利用や道路、公園、河川などの都市基盤施設などの計画を検討し、防災機能の向
上を目指した取組みを進めます。

■春日井市スポーツ振興基本方針（平成２５年度策定）による位置付け
　○スポーツ施設の整備充実
　・競技スポーツの普及のため、様々な種目に対応できる、多目的総合運動広場（陸上競技場）の整備について
調査研究を進めます。



都市構造再編集中支援事業の計画
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 令和元年度 令和６年度

回 平成30年度 令和６年度

％ 平成28年度 令和６年度

人 平成30年度 令和６年度

・本地区は市役所や輸送力の高い国道19号線と近接し、生活利便性が高い地区であることから、良好な住宅地としての都市機能の充実を図る。

・本事業において公園、広場などの都市基盤整備を行うことにより、健康水準及び防災性の向上を図り、良好な住環境の形成に寄与する。
・落合公園と本事業の中心地となる朝宮公園を結ぶふれあい緑道を「健康・スポーツ緑道」として、ウォーキングに親しむための環境整備を行う。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

朝宮地区における大規模大会の
開催回数

朝宮地区における大規模大会の開催回数
スポーツ施設の整備により、大規模大会の開催回数の増加で評
価する。

4大会 11大会

ふれあい緑道を中心としたウォーキング等
の健康づくりイベント・講座の参加者数

ふれあい緑道を中心としたウォーキング等の健康づくりイ
ベント・講座に参加した人数

施設の整備により、ふれあい緑道を中心としたウォーキング等の
健康づくりイベント・講座への参加者数の増加で評価する。

59人 1,500人

災害に対して不安なく暮らせると思
う人の割合

市民意識調査で「災害に対して不安なく暮らせると思う」
と答えた人の数/アンケート回答総数×100

災害に対して不安なく暮らせると思う人の割合の増加により評価
する。

39.3% 40.0%

広域避難場所である朝宮公園の
収容可能人数

朝宮公園の収容可能エリア（広場等）に収容可能な人数 収容可能面積の増加で評価する。 52,200人 58,800人



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
【スポーツ交流拠点となる公園整備によりスポーツ振興と健康増進に寄与するまちづくり】
・市民の誰もが「いつでも」、「どこでも」、「いつまでも」スポーツに親しむことができる施設と環境を整備する。
・スポーツ大会の誘致や開催を行い、地域住民の観戦の機会を増やすとともに、大会関連事業の実施により地域活性化を図る。

■基幹事業
・公園
・地域生活基盤施設（広場整備）
・地域生活基盤施設（情報板）

□提案事業
・地域創造支援事業（パンフレットの作成）
・事業活用調査（事業効果分析）

〇関連事業
・―

【災害に強く住民が安心して暮らせるまちづくり】
・災害時に地域住民が避難するための広域避難場所としての機能拡充を図る。
・広域避難場所までの安全・安心な避難ルートの確保を図る。

■基幹事業
・公園
・地域生活基盤施設（情報板）

□提案事業
・―

〇関連事業
・―



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 春日井市 直 12.5ha 2 4 2 4 4,332.6 4,332.6 4,332.6 3,398.9 4.4

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 春日井市 直 1.0ha 5 6 5 6 258.5 258.5 258.5 77.4 -

地域生活基盤施設 春日井市 直 1.9ha 5 6 5 6 139.3 139.3 139.3 131.4 -

地域生活基盤施設 春日井市 直 一式 4 4 4 4 6 6 6 6 -

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,736.4 4,736.4 4,736.4 0.0 3,613.7 4.4 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

春日井市 直 － 3 4 3 4 1.9 1.9 1.9 0.5

合計 1.9 1.9 1.9 0.0 0.5 …B

合計(A+B) 3,614.2
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査

まちづくり活動
推進事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間
事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付期間内事業期間

細項目
規模

地域創造
支援事業

パンフレット作成 ―

区域内（情報板設置）

広場（前高グラウンド）

広場（中央公園グラウンド）

1,626.3 国費率 0.45

朝宮公園

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間

交付対象事業費 3,614.2 交付限度額

細項目
事業 事業主体 規模

（参考）事業期間

住宅市街地総合整備事業



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　朝宮地区（愛知県春日井市） 面積 884 ha 区域 朝宮町２丁目の全部、西高山町２丁目の全部、鳥居松町３丁目の一部

春日井駅

東名春日井ＩＣ

至名古屋

０ １km ２km ３

牛山駅

市役所

落合公園

総合体育館・

温水プール

■基幹事業
（地域生活基盤施設）
広場（前高グラウンド）

ふれあい緑道

春日井駅

至多治見

■基幹事業
（公園）
朝宮公園整備

■基幹事業
（地域生活基盤施設）
情報板設置（区域内）

＜ 凡 例 ＞

基幹事業

提案事業

居住誘導区域

計画区域

朝宮地区 A＝884ha

朝宮公園

□提案事業
（地域創造支援事業）
パンフレット作成

■基幹事業
（地域生活基盤施設）
広場（中央公園グラウンド）



ふれあい緑道を中心としたウォ ーキング

等の健康づくりベント・講座の参加者数 （ 人/年 ） 59 （ R01年度 ） → 1,500 （ R6年度 ）

朝宮地区における大規模大会の開催回数 （ 回/年 ） 4 （ H30年度 ） → 11 （ R6年度 ）

災害に対して不安なく暮らせると思う人の

割合（アンケート：市民割合） （　 ％　 ） 39.3 （ H28年度 ） → 40.0 （ R6年度 ）

　朝宮地区（愛知県春日井市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標
安全・安心で生きがいが育つまちづくり

・【目標】スポーツ交流拠点となる公園整備によりスポーツ振興と健康増進に寄与するまちづくり

・【目標】災害に強く住民が安心して暮らせるまちづくり

代表的な

指標

朝宮地区 A＝884ha 居住誘導区域

計画区域

基幹事業

提案事業

凡 例

様式（１）-⑦-１

春日井ＩＣ

至名古屋

牛山駅

市役所

■基幹事業

（地域生活基盤施設）

広場（前高グラウンド）

春日井駅

至多治見

■基幹事業

（地域生活基盤施設）

情報板設置（区域内）

朝宮公園

ふれあい緑道

総合体育館・
温水プール

■基幹事業

（公園）

朝宮公園整備

落合公園

東名高速道路春日井駅

□提案事業

（地域創造支援事業）

パンフレット作成

■基幹事業

（地域生活基盤施設）

広場（中央公園グラウンド）


